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キャンパス IT事情・１

医学部・附属病院のホームページリニューアルと医学部からの情報発信の今後

八　谷　　　寛　　大　磯　ユタカ

＜特徴・コンセプト＞

平成 18年 7月 1日にリニューアルした医学部ホームページ（図 1）の特徴・コンセプトを図

2に示しました。すなわち，

1．  情報源による直接のコンテンツ更新，それを裏付ける容易な入力システム

2．  情報源をホームページ管理担当者として選任し，HP更新用のパスワードを発行，24時間い

つでもタイムリーに更新

3．  閲覧者を意識した内容，わかりやすい情報配置

4．  統一フォーマット，共通項目に準じた全部署の紹介

5．  学内ページの充実により，学内情報の蓄積，可視化，共有

図 1　トップページ意匠にはダヴィンチのVitruvian Man
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図 2　リニューアルのコンセプト

＜情報源入力システム＞

情報源入力を実現するために，「ホームページ管理担当者」を選任することとしました。これは，

所属紹介のようなページについてだけではなく，医学系研究科の運営・将来構想ページは総務課，

入試関連であれば学務課，入院手続きは医事課というように，各ページに対して，研究者，事務

職員を問わず，そこで公開する情報を直接扱う者をそのままホームページの管理担当と位置づけ

ました。ホームページ管理担当者には，コンテンツを更新するための IDとパスワードを発行し，

24時間いつでも自由に更新が可能になりました。図 3にログイン画面を示します。ログインす

ると，更新権限のあるページが一覧・選択できます（図 4）。不適切な更新が行われる危険性も

考慮しログ管理，バックアップ機能を有しておりますが，今のところ通常の運用ができておりま

す。また，定期的な更新を促すために，指定した更新期限にしたがって HP管理担当者に更新依

頼メールが自動的に配信されます。

類似の情報がすでに収集されている場合は，その利用を促進しました。例えば，研究分野紹介

ページにおける各研究者紹介は全学の研究者統合データベース（教員プロフィール）をリンクさ

せました。研究業績は，附属図書館が収集する欧文業績集をリンクさせることとしました。

研究室，診療科，部門紹介ページでは標準的な入力項目を定め，分野や科等の別によらず閲覧

者が一定の情報を得られるようにし，これらの入力を必須のものと位置づけました。
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図 3　公式ホームページ管理画面へのログイン画面

図 4　更新するページを選択する画面

ログイン後に，更新可能なページ一覧が出現し，目的のページを選択し更新作業を

行います。
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＜わかりやすい情報配置＞

図 5に，リニューアルサイトで用いている統一的なページレイアウトの一例を示しました。

図 5　ページフォーマットの例

①　医学系研究科，附属病院のサイト内検索にはGoogle を用いました。また学内

専用ページについてはNamazu 検索を用いています。サイト内検索によって目

的とするページへすばやく行くことができます。

②　自分がサイト内のどこにいるかわかるリスト：ページ上部には，「トップペー

ジ＞＞医学部の紹介＞＞学部長・研究科長＞＞あいさつ（メッセージ）」のように，

自分が閲覧しているページとともに，その上位にあるページが何かを表示し，そ

れらのページへの移動を可能としています。

※さらに，視覚障害等のある閲覧者が音声読み上げソフトを利用しやすいように情

報が保存されています。印刷時は，目的としているページのみが印刷され，フレー

ムは省略される仕様になっています。
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自分が閲覧しているページがわかるリスト，サイト内検索用検索窓，メインメニューや閲覧者

タイプ別サブメニューを装備しています。図 6には医学系研究科，図 7には附属病院トップペー

ジのレイアウトを示しました。研究科ページには，研究成果を積極的に公開すべく「研究トピッ

クス」欄を新設し，プレスリリース等を紹介することとしています。また附属病院ページは，患

者さまを閲覧者の第一に据え，種々の情報を配置することとしました。トップページのWhat's 

New欄には，各ページの管理担当者が必要と判断した場合，更新情報を簡単に掲載することが

できます。トップページには，利用頻度やニーズが高い，研究室，診療科，中央診療部門等紹介

ページへの直接リンクを配置しました。

図 6　医学系研究科トップページ

③　研究成果を積極的に公開すべく「研究トピックス」欄を新設し，プレスリリー

ス等を紹介。

④　各ページの担当者が必要と判断した場合，What's New に更新情報を簡単に掲

載することができます。

⑤　医学系研究科トップページには，利用頻度が高い各研究室紹介ページへの直接

のリンクを配置。研究室や研究者は検索しやすいように五十音からの選択も可能。
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研究者紹介は，情報の二重入力を避けるため，全学研究者統合データベース（教

員プロフィール）へリンクするよう設定。

図 7　附属病院トップページ

⑥　附属病院トップページにも，利用頻度やニーズが高い，診療科，中央診療部門

等へのリンクを配置しました。

⑦　附属病院ページは，患者さまを閲覧者の第一に据え，種々の情報を配置してあ

ります。

＜附属病院ホームページ：よくある質問＞

情報源入力の仕組みをいかして，「よくある質問」というコーナーを設けました（図 8）。これ

は日常臨床業務において患者さま・ご家族などから寄せられるよくある質問とそれに対する回答

のセットを掲載するページです。よくある質問を作成するには，各部門紹介更新ページの中にあ

る同名の項目へ質問と回答をペアで入力するだけです。各部門の入力内容が自動的に集められて

表示される仕組みになっています。実際に質問を受ける部門において，その質問とそれに対する
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回答を収集，適時掲載することができるので，従来の方法に比べ随分と効率的です。

図 8　よくある質問公開画面

＜診療科紹介＞

各診療科の紹介では，治療対象疾患や特記すべき治療技術についても公開することとしていま

す（図 9）。HPは，通常，患者自らが情報を得るためにアクセスするものと解釈され，現時点で

は医療法の広告規制の対象として取り扱われていないようですが，虚偽・誇大表現など信頼性に

欠ける情報や，専門家にしか理解できないような表現や専門用語の多用を避けるためのガイドラ

イン作成の動きもあり，それらに準じていく必要があります。外来担当医表も，各診療科でタイ

ムリーに自由に更新できるものとなっています。休診や代診の設定方法についてなど改善の余地

が指摘されており，また CHARTシステムとの連携や二重入力など重複を回避する運用方法に

ついても検討中です。

＜学内ページの充実＞

今回のリニューアルでは，医学部・附属病院の構成員間の情報共有のためのツールとしての

学内ページの充実をも目指しました（図 10）。事務部紹介（図 11）や委員会紹介ページ（図 12）

を含む学内ページには便利かつ重要な情報が日々蓄積されつつあります。例えば，事務部の各掛

の主たる業務や電話番号の掲載，様式などのファイルダウンロード機能や FAQ（Q&A），事務

連絡用掲示版などの機能が利用されつつあります。また，鶴舞キャンパス内には医学部・医学系

研究科，附属病院に関するものだけでも 100以上の委員会が林立しています。しかし，どの委

員会が，どのような目的で活動しているかについて全体像を把握するのは極めて困難です。そこ

で，各委員会の概要，連絡先，委員構成などを掲載するスペースを準備し，それらも徐々に充実

してきております。HPによって学内の種々の情報が可視化されていくことは，構成員の意思疎

通を良好にするための重要な一歩であると考えています。
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図 9　診療科紹介ページの一例



名古屋大学情報連携基盤センターニュース　Vol.５,　No.４－2006. 11－ 307

図 10　学内専用トップページ

図 11　事務部紹介メニュー

棟内地図をクリックすると，Flash によって事務部の場所が詳細に表示されます。
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図 12　委員会紹介メニュー

（やつや　ひろし：名古屋大学大学院医学系研究科公衆衛生学／医学ネットワーク管理学）

（おおいそ　ゆたか：名古屋大学医学部附属病院糖尿病・内分泌内科）


